
　
現
在
の
下
水
道
使
用
料
は
平
成
10

年
度
に
設
定
し
た
金
額
で
あ
り
、
今

後
も
安
定
的
に
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
下
水
道
使
用

料
が
適
切
な
水
準
に
あ
る
か
検
証
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
12

月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
経

営
戦
略
の
見
直
し
に
併
せ
て
、
４
年

ご
と
に
使
用
料
が
適
切
な
水
準
に
あ

る
か
検
証
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
策
定
し
た
経
営
戦
略
に

よ
り
検
証
を
行
い
ま
し
た
が
、
平
成

33
年
度
以
降
は
資
金
不
足
と
な
り
、

平
成
40
年
度
の
累
積
不
足
額
は
11
億

７
千
５
百
万
円
に
達
す
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
何
ら
か
の

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
市
は
、
若
山
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
一
括
し
て
民
間

企
業
に
委
託
し
た
り
、
汚
水
の
処
理

に
よ
っ
て
発
生
す
る
汚
泥
を
少
な
く

す
る
設
備
を
導
入
し
た
り
す
る
な
ど
、

経
営
の
効
率
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
後
も
、
下
水
道
事
業

の
経
営
健
全
化
策
と
し
て
、
経
費
の

圧
縮
な
ど
を
進
め
て
い
く
も
の
の
、

資
金
不
足
額
の
規
模
を
考
え
る
と
、

こ
れ
ら
の
経
費
圧
縮
策
の
み
で
は
不

足
額
を
賄
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ
は
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
が
、
今
回
の
使
用
料
の
改
定
を
見

送
れ
ば
、
数
年
後
の
負
担
は
さ
ら
に

大
き
な
も
の
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
も
支
障

が
生
じ
る
た
め
、
平
成
30
年
に
は
、

下
水
道
使
用
料
を
引
き
上
げ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
検
証
の
結
果
、
平
成
30
年
度
か
ら

平
成
33
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
考
え

れ
ば
３
㌫
程
度
の
引
き
上
げ
で
資
金

不
足
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
34
年
度
以
降
の
４

年
間
で
見
る
と
、
人
口
減
少
に
よ
る

汚
水
量
低
下
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に

多
額
の
資
金
不
足
が
生
じ
る
見
込
み

で
あ
り
、
平
成
34
年
度
に
は
20
㌫
以

上
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
20
㌫
以
上
の
引
き
上
げ
と
な
れ
ば
、

標
準
的
な
家
庭
で
年
間
１
万
円
近
く

の
負
担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
、
将
来

の
急
激
な
引
き
上
げ
を
回
避
す
る
た

め
に
も
、
市
は
平
成
30
年
か
ら
の
８

年
間
で
、
そ
の
期
間
の
資
金
不
足
額

を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成

30
年
１
月
１
日
に
下
水
道
使
用
料
を

平
均
14
・
88
㌫
引
き
上
げ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
現
時
点
に
お
け
る

市
の
考
え
方
で
あ
る
た
め
、
方
針
決

定
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
代
表

や
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
方
に
意
見

を
伺
う
場
と
し
て
『
下
水
道
事
業
運

営
審
議
会
』
を
開
催
し
、
諮
問
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
審
議
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て
は
、

広
報
の
ぼ
り
べ
つ
で
お
知
ら
せ
す
る

ほ
か
、
市
の
考
え
方
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
直
接
説
明
す
る
住
民
説
明
会
を

平
成
29
年
１
月
23
日
㈪
か
ら
25
日
㈬

ま
で
に
か
け
て
、
市
内
３
カ
所
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

※�

詳
し
く
は
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
今
後
も
、
下
水
道
事
業
の
健
全
化

へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
審
議
会
や
市
議
会
か
ら
の
意
見

を
参
考
に
方
向
性
を
示
し
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
事
業
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
に

安
定
し
た
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
平
成
40
年
度
ま
で
の

12
年
間
の
経
営
見
通
し
と
安
定
経
営
に
必
要
な
取
り
組
み
を
『
下
水
道
事

業
経
営
戦
略
』
と
し
て
ま
と
め
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
12
月
号
で
は
、
そ
の

概
要
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
関
す
る
市
の
考
え
方
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
現
状

下
水
道
使
用
料
の
改
定
案
の
内
容

現時点で市が考える改定案
※引き上げ時期や平均改定率は、現時点では決定していません。今後、広くご意見をお聞きし検討します。
［引き上げ時期］平成30年１月１日
［平均改定率］　14.88％（�１カ月の水道使用量20㎥の一般家庭の改定率）

◎料金の値上がり例
　 改定前 　基本料金1，320円＋超過料金1７0円×12㎥＝3，360円（税別）
　 改定後 　基本料金1，520円＋超過料金195円×12㎥＝3，860円（税別）

◎料金表
水道の使用量 金　額

➡

水道の使用量 金　額

一般用

基本料金 ８㎥までの水
量 1,320円

一般用

基本料金 ８㎥までの水量 1,520円

超過料金
（１㎥に
つき）

８㎥を越え20
㎥までの水量 170円

超過料金
（１㎥に
つき）

８㎥を越え50
㎥までの水量 195円20㎥を越え50

㎥までの水量 175円
50㎥を越える
水量 180円 50㎥を越える

水量 208円

公衆
浴場用

基本料金 100㎥までの
水量 2,500円

公衆
浴場用

基本料金 100㎥までの水量 2,500円
超過料金
（１㎥に
つき）

100㎥を超え
る水量 25円

超過料金
（１㎥に
つき）

100㎥を超え
る水量 25円

改定前

１カ月で500円の負担増

改定後

7 下水道使用料の改定について


